
 ひつじぐみの窓から見える木々が少しずつ色づき「ほら、あかだよ!!」と
季節の移り変わりに気づいて喜んでいる子どもたちです。本当にあっと 
いう間にやって来た冬ですね。 

11 月 20 日(月)より、アドベントに入りました。園内や保育室に 
飾りが増えていき「うわぁ～また、変わった!!」と嬉しそうです。部屋
ではクリスマスのお話を聞いたり、さんびかを歌ったり、絵本を読んだりと
クリスマスの雰囲気を感じながら嬉しい気持ちで過ごしています。 
また、お家の方には内緒でクリスマスプレゼントも作っています。  
ひつじ組では、お家の方が喜ぶプレゼントを一人ひとりが考え、思いを
込めて制作しています。かばん、ネックレス、絵、財布、工具セット、
野球セット、アクセサリーBOXなどなど…一人ひとり違う世界で１つの
プレゼントです。「どうしてそのプレゼントにしようと思ったの？」と 
聞くと「いつも荷物いっぱいで大変そうだから」「これ持ってないから」 
「おしごといつもがんばっているから」など、お家の方の姿を思い浮かべ 
ながら、いろいろと感じて考えている子どもの気持ちに心打たれます。 
かわいいですね！大好きなお家の方への気持ちはとっても熱いです。 
 クリスマスは神さまからのプレゼント、イエスさまのお誕生を 
お祝いする日です。ひつじ組は聖歌隊としてページェント(降誕劇)にも 
参加し、一緒に礼拝を守ります。クリスマスの喜びをいっぱい感じ 
ながら、迎えたいと思います。 

寒さも少しずつ増し、冬の訪れを感じます。１１月２０日(月)から 
アドベントに入り、今年はページェントを通してクリスマスの喜びを 
伝えることができると、心から楽しみにしていた子どもたちです。 
日々の礼拝の中で様々な役に挑戦し、「難しかったけど、たのしかったわ」
「Ａくんの声、めっちゃ聞こえてた！かっこよかった！」「早く羊飼い
の役もやってみたい」と目を輝かせながら話す意欲的な姿からも、その 
喜びが伝わってきます。どの役にも大切な意味があることを心で感じ、
様々な役に挑戦しようとする姿や、保護者の方や異年齢の友だち、 
保育者にもクリスマスの喜びを伝えるために真剣な表情で取り組む姿に
成長を感じてます。神さまが一人ひとりに与えてくださる尊い役割を
喜び合いながら過ごしていきたいと思います。そして、神さまが私たちの
ために贈ってくださった救い主イエスさまのお誕生をみんなでお祝い
したいと思います。 
また、１６日(土)の礼拝後のクリスマス祝会では、５月に楽しんだ 

『アイドルごっこ』のコンサートを「クリスマスバージョンで 
やろう」と曲のリストアップや一緒に踊れる振付（手遊び） 
などをみんなで相談しながら進めています。祝会でのアイドル 
スターの登場も楽しみにしていてくださいね。 
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一気に気温が下がり、いつの間にか冬が間近に迫っていることを 
感じる毎日です。外で遊びながら「さむっ！」という子どもたちの  
表情もどこか楽しそうで、季節の移り変わりを全身で感じて過ごす 
様子が見られます。 
 １１月は縦割り保育や初めてのバス遠足を通して異年齢の友だちと
関わる機会が多くありました。「○○くんと一緒に手つないだ！」、  
「ぞう組さんとバス一緒だったね。」などと話すことも多く、お兄さん
お姉さんたちが身近な存在として子どもの側にいることを感じます。
先日から取り組みを始めた当番活動の内容を子どもたちと考える時には、
「ひつじ組さんがしてるやつ？」「ぞう組さんみたいにしたい！」と、
憧れを抱いている様子も見られました。その中で、大きくなった喜びを
感じながら達成感や充実感を味わえるように関わっていきたいと思います。 
１１月２０日（月）からアドベントに入りました。園内のツリーや

リースを見るたびに目を輝かせたり、保育室の飾りつけを一緒にしたりして
嬉しい気持ちで過ごしている子どもたちです。ぞう組、ひつじ組と  
一緒にページェント礼拝を守り、クリスマスの話を聞いたり、さんびかを
歌ったりしながらクリスマスの喜びを感じていきたいと思います。 
また、お家の方へのクリスマスプレゼント制作に取り組んでいます。
「ママにあげたい！」、「お兄ちゃんにあげる。」と、喜んでくれる姿を
思い浮かべながら、色や形、飾りの種類を選んで楽しんで作っています。
子どもたちの心のこもったプレゼントを楽しみにしていてくださいね。 
日々少しずつ近づくクリスマスを心待ちにしながら、喜びあふれる 
毎日を過ごしていきたいと思います。 

                      

１１月中旬から、 
りす組のお友だちの 

ところに、午睡後の着替えや 
ベッドの片付け等のお手伝いに 
行っているぞう組さんです。 
どのように関わっているのか様子を 
担任が窓からこっそり見ていた  
ときのことです。     
Aちゃん「ねえ、先生ずるい！」 
保育者「りす組の様子、見ているのが 

ずるいの？」 
Aちゃん「ちがう。先生がりす組さんの方 

見ているのがずるい。 
Ａちゃんたちの方がかわいい 
でしょ！こっち見て！」     

どうやらやきもちを焼いていた 
ようです。素直な言葉に、 
思わず「かわいい」と 

つぶやいてしまった 
担任です。 

                    

お家の方への 

クリスマスプレゼントは 

何をプレゼントしたいか聞いて 

いたときのこと。 
 

保育者「何にしようと考えてる？」 

Aちゃん「ハート♡」 

保育者「ハート・・・？？？」 

Ａちゃん「知らないの？愛のハートだよ！」 

保育者「……えっ。愛のハート…… 

    （どうしよう…形にできるかな…）」 
 

ドギマギした瞬間でした。いろいろな 

発想が楽しいです。クリスマス 

プレゼント、楽しみにしていて 

くださいね！！ 

園庭で戸外遊びを 

しているときに、お腹の大きな 

カマキリを見つけました。 

なぜカマキリのお腹が大きいのか 

気になった A ちゃん。 
 

Aちゃん「なんでおなかおおきいの？」 

保育士「お腹の中に卵があるんだよ。」 

Aちゃん「へぇ～、そうなんだ。 

     おとこのこのあかちゃんかな？」 
 

子どもたちと小さな発見や驚きに 

共感しながら過ごして 

いきたいと思います。 


